
ま え が き

外国を理解することは難しい。

いうまでもないことだが、他国は自国とは大きく異なる。自国とは異なる

対象を理解するためには、正確で偏りのない知識を持つことが要求される。

場合によっては現地に居住したり、現地語を習得したりする必要もあろう。

だが、現地語を習得したり、現地に長い期間住み続けたりすることは容易で

ない場合も多い。

インターネットやソーシャルメディアが発達した時代においては、おびた

だしい量の情報が氾濫しており、刻一刻と「情報の洪水」が我々に流入して

くる。それらの情報は有用であり、他国を理解するのに役立つ場合も多い。

アメリカのニュースは英語さえできれば、誰にでもある程度は理解可能であ

る。また、旅行などでアメリカに一度でも足を運んだという人も少なくない

だろう。

だが、それでアメリカを「正確に偏りなく」理解できるかといえば、そう

とは限らない。インターネットにあふれかえる情報の中には信憑性の低い情

報も数多く含まれている。誤った情報を鵜呑みにすれば、特定の「地域」に

対する歪んだ先入観につながりかねない。

アメリカの政治や社会には、日本人が直観的に理解することが難しいアメ

リカ固有の事象が少なくない。それらを基礎知識として正確に理解していな

ければ、たとえ現地に居住してアメリカの政治を直接体験したとしても、目

の前で起きていることの意味を正しく理解し、解釈することはできないだろ

う。

情報を取捨選択できるようになるためにも、アメリカで実際に起きている

ことの意味を自分なりに理解できるようになるためにも、まずはアメリカに

ついて基礎知識をしっかりと学ぶこと、そのうえで、先入観や思い込みをで

きる限り排して、アメリカという地域を可能な限り正確に理解しようと心が

　�



ii　

けること、そのような地道な努力が求められるのではないだろうか。

もちろん、アメリカを理解しようとする日本人の眼差しは決して完全に「正

確」でも「客観的・中立的」でもありえない。だが、明白な事実の誤りを含

む知識や党派的・感情的な思い込みに基づいた歪んだ他者理解は、アメリカ

を知るうえで有益ではない。

また、われわれは何のためにアメリカを理解する必要があるのか。

この問いに対して、斎藤眞はかつて以下のように述べた 1）。

アメリカとは何か、いや一体アメリカとは何かという問題はアメリカ人自身
によって繰り返し自問自答され、自己確認され、自己主張されてきた問題であっ
た。何故自分はアメリカ人なのか（あるいはアメリカ人になったのか）、そして
アメリカ人とはという二つの問いかけが重なり合ってアメリカ人の心を捉え、揺
さぶり、とめどもなく語らしめる〔中略〕このあくことなき自己追求（自己の正
体を確かめるという意味で正しくアイデンティティの追求）と自己顕示にはもと
よりそれなりの理由がある〔中略〕アメリカ人は自己形成については恐ろしく生
真面目なのである。いや、生真面目足らざるを得なかったのである。自己の選ん
だ道、自己の選んだ社会について言い訳は許されない。

アメリカと何なのか──斎藤眞が指摘したように、アメリカ人自身によ

るアメリカ研究は自己のアイデンティティを追求する作業にほかならない。

だが、外国人である我々がアメリカという「他者」を理解しようとすると

き、我々は「他者」であるアメリカを理解することを通じて、最終的には自

国とアメリカとの差異を発見していく。

つまり、我々にとってアメリカを理解することは、アメリカという「他者

を理解すること」を通じて、「より深く自国・自己を理解するためのプロセス」

なのである。

かつて、アメリカを訪問した際の見聞に基づいて『アメリカのデモクラ

シー』を著したフランス人貴族、アレクシ・ド・トクヴィルは「アメリカの

中にアメリカを超えるものを見た」と述べた。トクヴィルの言葉にあるよう

に、アメリカは我々自身を映す鏡なのである。

現在のアメリカを理解することを通じて、我々は何よりも我々自身をより



深く理解し、新たな自己理解へと到達せねばならない。本書が日本における

アメリカ理解をさらに深める一助となれば、幸いである。

本書の企画の段階から出版に至るまで、大学教育出版の佐藤守氏、中島美

代子氏には大変お世話になった。ここに感謝の意を表したい。

山岸 敬和・西川　賢
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1）　斎藤眞『アメリカ史の文脈』（東京大学出版会、1981 年）
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